
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は比較的日常診療で頻度の多いと思われる、甲状腺結節性病変と原発性アルド

ステロン症について、診断と治療の流れをお話させていただきました。甲状腺結節

は、超音波検査での精査が有効ですので、ぜひ当院の甲状腺エコー依頼をご利用く

ださい。また、他 2 名の医師の発表にもありますが、当院では昨年から原発性アル

ドステロン症の診断から治療までを一貫して行えるようになりました。疑い症例が

ありましたら、ぜひ連携をご検討いただけると幸いです。 

 

 

   

内科 小野寺晴子医師 

「日常診療における内分泌疾患のスクリーニングと診断について」  


